
令和 8 年度八橋地区 区長会 行政懇談会 

日時：令和 8 年 8 月 23 日（日） 

午前１０：００～ 

場所 ：石見会館 

 

 

式　次　第 

 

１、　開　　会 

 

２、　自己紹介　出席者全員 

 

３、　会長挨拶　八橋地区区長会 会長：清水 雅彦 

 

４、　町長挨拶　琴浦町 町長　　    ：福本 まり子　様 

 

５、　懇談会 

 

第1部　懇談会　役場より行政活動に関する説明と意見交換 

題目「人口減少と高齢化の今後のビジョン」 

「人口戦略推進室の取組」 

講演及び意見交換 

 

第2部　各自治会の要望等の回答及び協議意見交換 

        その他：役場要望「カウベルホールの活用について」 

　　　　　　　　区長皆様のご意見を伺いたい。 

第3部　懇親会 

 

６、　閉　会 
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自治会名 担当課 町の対応方針

1

町道175号線南側の早急な草刈り(除草)及び今後の
維持管理をしてほしい。

建設住宅課
55－7804

町で交差点付近の草刈りを実施しました。
草刈につきましては、道路環境や周辺状況の維持を図るため、必要に応じて実施をしており
ますが、全ての箇所について定期的な草刈りを行うことは困難であり、実施時期や頻度をお
約束することはできません。
今後、草の繁茂により通行に支障が生じるなど、対応が必要と思われる箇所がありました
ら、状況を確認のうえ対応を検討しますので、地元から町へご要望くださいますようお願い
いたします。

2

175号線の通学路路面表示の再塗装及び175号線南
側に通学路ありの路面標示又は注意喚起の路上標記
の設置をお願いしたい。

建設住宅課
55－7804

ロータリーへの「通学路あり」の路面標示につきましては、現地の交通状況や道路形状、交
通安全上の効果などを踏まえ、設置を行います。実施時期は未定です。

1

空き家による住民への悪影響
①所有者と定期的協議を繰り返し、改善へのロード
マップを自治会へも共有して欲しい
②対象空き家を「特定空き家指定」をするなど、対
策の強弱をつけてほしい。

所有者とは連絡がとれています。
所有者は、当該空き家については、町の空き家解体補助金を活用して、解体する意向はお持
ちですが、当該空き家の残置物の処理等の問題があり、その問題が解決するまでは解体がで
きないとのことです。今後も早期に解体するよう働きかけます。

2

空き家による住民への悪影響
強風などで玄関部分の一部が崩落し、破片が近隣住
宅敷地に入り込み被害が及んでいる。まず玄関部分
だけでも暴風に耐える暫定処理対策をお願いした
い。

当該空き家玄関の危険個所（トタンが剥がれ、飛散しそうな箇所）は、今年7月に所有者が
撤去されました。
当該空き家の解体については、町の空き家解体補助金申請や底地の売買見込などを考慮し
て、「前向きに検討します」と話されています。

3

国道９号線 八橋小学校交差点北側の車両通行リス
ク解消他
①近隣住民の安全の為、北側道路交差点周辺の拡幅
をお願いしたい。
②側溝が土砂等で詰まり機能していない。安全確
保・環境保全のため、改善をお願いしたい。

①改善部分の用地提供について、地元や地権者にご協力していただければ対応を検討しま
す。ただ、町内各地区より多くの要望をいただいており、早期の事業化は困難です。
②現地を確認したところ、側溝内には約10cm程度の土砂の堆積が認められました。このた
め、排水機能の回復を図るため、今回に限り町において堆積土砂の撤去を実施しました。な
お、部落内の道路側溝につきましては、日常的な維持管理を含め、部落において管理してい
ただくことを基本としております。今後は、部落において適切な維持管理を行っていただき
ますようお願いいたします。

八橋地区自治会要望
自 治 会 要 望 町  回  答

要望内容
番号

1 八橋１区

2 八橋4区

建設住宅課
55－7804
55－7805



自治会名 担当課 町の対応方針

自 治 会 要 望 町  回  答
要望内容

番号

1

八橋城跡について
各機関と協力しあい、目で見て理解できるレプリカ
城の作成をお願いしたい。

社会教育課
52-1161

八橋城については、発掘等の調査が実施されていないため、残される遺構がいつの時代のも
のか詳細がわかりません。八橋城の城主については戦国時代から江戸時代の廃城までに行松
氏→吉田氏→杉原氏→南條氏→中村氏→市橋氏とかわり、石垣などは中村氏や市橋氏の２時
期のものが残されている可能性があります。
そのためレプリカの作成は難しいですが、赤色立体地図など現況をパネルにすることは可能
です。どのように使用するかなど詳細を含め、再度ご検討ください。

2

火災発生時、消火栓の水のみの対応となり消化用水
が足りない。防火用水取水のコンクリマス(２マス)
が現状砂や泥等で埋まり取水できない状況である。
取水マスの機能回復・維持管理・保持をお願いした
い。

4 八橋７区 1

６区、７区の間にある新川宮橋の南北にそれぞれ火
災時に消防が水を取れるよう、深く掘った部分があ
ると聞いている。しかし、そこには砂がたまり、葦
が生い茂りどこに深みがあるのか全くわからない。
火災時に水が取れるよう整備してもらいたい。

3 八橋６区

建設住宅課
55－7804

今年度も引き続き県に河川伐開を要望します。



自治会名 担当課 町の対応方針

自 治 会 要 望 町  回  答
要望内容

番号

1

立石区北側及び西側急斜面の定期的な保安点検をお
願いしたい。
昨年５月に県と町で調査していただいたが、その後
はどうなったのか。今後調査はあるのか。
法面・ブロックの起伏、長雨の際のがけ崩れ等ない
か確認をお願いしたい。

総務課
DX・防災推進

室
52－1700

令和6年5月に行った県と町との調査では直ちに崩落の危険性が迫っている状況ではないと
判断しており、現時点で今後の調査予定はありませんが、万全を期すため今後も引き続き状
況を注視していきます。
もし、斜面の異変や変化にお気づきの際は、すぐにお知らせください。

2

旧９号線の八橋小学校入口交差点の道路拡張につい
て
現在、工事がストップしているが、その後いつ工事
着工されるのか。
町道から旧９号線に出る所は坂道になっており、降
雪時には立ち往生する車両がある。町道だけでも先
に道路拡張し、高低差もなくしてほしい。

建設住宅課
55－7804

旧９号線の道路拡張工事につきましては、現在、国において事業が進められており、令和８
年度に家屋調査を実施し、令和９年度から令和10年度にかけて工事を実施する予定である
と伺っております。
取付部分についても併せて国で施工予定となっておりますので、もうしばらくお待ちいただ
きまうようお願いいたします。

5 立石区



自治会名 担当課 町の対応方針

自 治 会 要 望 町  回  答
要望内容

番号

7 保 1

Aコープトピア店閉店に伴い、周辺が暗くなったた
め、東伯中学校の生徒のために街路灯の設置を要望
する。

建設住宅課
55－7804

町で街路灯の設置を行いました。

6 笠見 1

笠見284番地・128番地の斜面修繕について

民地が介在していることから、現時点での「補助制
度の適用は困難」と回答を頂いたが、防災・危機管
理の観点から、抜本的な対策・支援を要望。275万
円の見積額を部落予算で賄うことは不可能である。

①民地が介在しているとはいえ、落石により「避難
経路の寸断」や「消火栓の破壊」という公共の危険
が生じる可能性について、町はどのように認識して
いるのか。

②現時点での補助制度の摘用が困難であるならば、
今後他の事業や特例措置を活用した支援制度を再度
検討する余地があり得るということか。

③町からの支援が一切ないのであれば、これ以上の
危険を放置できないため、苦肉の策として住民によ
る「土嚢袋の設置」など自主対策を検討しなければ
なりません。町は「あくまで部落が単独で、住民だ
けの責任で修繕工事をやりなさい」というスタンス
か。その場合、行政からの支援は「土嚢袋などの材
料支給」に留まるのか、あるいはそれすらも行われ
ないのか。

建設住宅課
55－7804

総務課 DX・
防災推進室
52－1700

【総務課 DX・防災推進室】
①避難経路については、地域や集落の状況によって様々な経路が存在することから、町で一
律に経路を指定せず、安全に避難先へたどり着ける経路を集落の中で話し合っていただいて
います。全ての里道を整備することは困難であるため、リスクのある区間を避けていただく
等、今一度避難経路について話し合っていただきたいと思います。
消火栓については、移設も一つの手段であると考えますが、移設先に水道管路が伸ばせる
か、適切な用地の有無（民地の場合は無償利用をいただけるか等）の要件があり、立会いの
上、検討いたしますので、ご相談ください。

【建設住宅課 地域整備室】
②現時点では、本件を対象とした新たな支援制度や特例措置を町として検討する予定はあり
ません。
なお、今後、国や県等において新たな制度が創設されるなど、制度内容に変更があった場合
には、その時点で活用の可否を確認いたしますので、制度の活用をご希望される場合は、そ
の都度、町へご相談くださいますようお願いいたします。

【建設住宅課 地域整備室】
③本件につきましては、これまで回答しておりますとおり、落石が発生している斜面は神社
所有地であり、また斜面と道の間には民地が介在していることから、町が対策工事を実施す
ることは困難です。
そのため、斜面の維持管理や必要な対策については、土地所有者において対応をご検討いた
だきことが基本となります。町として部落の皆様に修繕工事の実施を求めるものではありま
せんが、町が所有者に代わって工事を実施することもできません。
なお、地域において応急的な安全対策を検討される場合は、その内容に応じて原材料支給制
度の活用が可能ですので町へご相談くださいますようお願いいたします。
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